
11

1991年12月6日 結成

西労組

　

文
化
・
レ
ク
活
動
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
を
通
じ
て
組
合
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
若
手

組
合
員
の
増
加
に
伴
い
、
組
合
活
動
の
入
り
口
と
し
て
の
取
り
組

み
で
も
あ
り
ま
す
。
効
率
的
な
経
費
執
行
に
留
意
し
な
が
ら
活
動

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
に
お
い
て
も
本
部
レ
ク
大
会
の
予
選
の
開
催
や
、

「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
総
合
生
活
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
す
る
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
等
の
連
携
、
活
性
化
を
進
め
る
な
ど
、
活
動
の
裾
野
を

広
げ
、
組
合
員
相
互
の
交
流
を
図
れ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
具
体
的
な
日
程
等
に
つ
い
て
は
9
月
に
開
催

す
る
「
第
1
回
文
化
・
レ
ク
対
策
委
員
会
」
に
お
い
て
決
定
し
ま

す
。

（
1
）レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
取
り
組
み

　

本
部
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
10
種
目
の
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
に
お
い
て
、
女
性
組
合
員

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
種
目
に
よ
っ
て
は
女
性
組
合
員
が
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
女
性
組
合
員
が
参
加
し
や
す
い
ル
ー
ル
の
改

正
な
ど
、
連
盟
活
動
と
重
複
し
た
種
目
の
課
題
な
ど
新
た
な
課
題

も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
、
各

地
本
・
総
支
部
の
レ
ク

担
当
な
ら
び
に
各
種
目

経
験
者
と
協
議
し
、
要

綱
の
見
直
し
な
ど
を
行

う
こ
と
や
、
種
目
の
変

更
も
含
め
た
改
革
を
行

う
こ
と
を
検
討
す
る
な

ど
課
題
の
解
決
に
努
め

な
が
ら
充
実
、
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
2
）文
化
・
文
芸
作
品

　
　

募
集
の
取
り
組
み

　

昨
年
度
と
同
様
、「
文

化
・
文
芸
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
共
通
テ
ー
マ

を
設
け
、
写
真
部
門
、

川
柳
・
標
語
部
門
、
そ

の
他
作
品
部
門（
ポ
ス

タ
ー
・
プ
ラ
カ
ー
ド
・

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
等
）

で
組
合
員
と
そ
の
家
族

を
対
象
に
募
集
し
、
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
共
通
テ
ー

マ
を
設
け
な
い
一
般
作

品
の
募
集
と
し
て
、
書

道
・
絵
画
部
門
、
短

歌
・
俳
句
部
門
の
募
集
を
行
い
、
コ
ン
ク
ー
ル
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
出
品
作
品
を
定
期
大
会
の
会
場
に
展
示
し
て
紹
介
し
ま
す
。

（
3
）
第
21
回
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段
駈
け
上
が
り
大
会
の
開
催

　

昨
年
は
、
第
20
回
の
記
念
大
会
と
し
て
1
0
0
チ
ー
ム
4
0
0

名
規
模
に
拡
大
し
て
開
催
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
で
21
回
を

迎
え
る
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段
駈
け
上
が
り
大
会
は
、国
際
都

市
京
都
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
社
会
的
に
も
定
着
し
て
い
る
ほ

か
、
春
季
生
活
闘
争
の
前
哨
戦
と
し
て
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
も
ち
ろ

ん
、
グ
ル
ー
プ
労
組
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
大
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
2
0
1
8
年
2
月
に
開
催
す
る
予
定
で
あ

り
、
大
会
の
成
功
に
む
け
て
万
全
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

（
1
）
法
律
対
策
活
動

　

組
合
員
に
対
す
る
福
祉
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
法
律

相
談
に
つ
い
て
は
、
7
名
の
顧
問
弁
護
士
に
対
し
、
債
務
関
係
や

家
庭
問
題
を
中
心
に
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
利
益
を
守
る
た
め
に
、
顧
問
弁
護
士
と
の
契
約
を
継

続
し
、合
わ
せ
て
、
各
級
機
関
役
員
特
に
分
会
役
員
が
、
所
属
組

合
員
の
ト
ラ
ブ
ル
や
異
変
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
律
相
談
を
活
用
で
き
る
体
制
を

確
立
し
ま
す
。

（
2
）
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み

　

現
代
の
社
会
に
お
い
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
は

じ
め
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
30
種
類
以
上
も
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
世
話
役
活
動
の

一
環
と
し
て
役
員
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
組
合
活

動
に
お
い
て
も
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
体
制
を
確
立
す
る
と
共

に
、
部
外
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や
様
々
な
啓
発
活
動
を
通
じ
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
未
然
に
防
止
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

（
1
）Ｊ
Ｒ
西
労
組
国
際
連
帯
活
動
の
取
り
組
み

　

他
国
の
労
働
組
合
役
員
や
働
く
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
相

互
理
解
と
友
好
・

信
頼
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
は
、
民

間
外
交
の
観
点
か

ら
非
常
に
有
意
義

な
活
動
で
あ
り
、

訪
問
国
の
社
会
情

勢
及
び
歴
史
や
文

化
に
触
れ
る
こ
と

で
国
際
的
視
野
を

広
げ
、
今
後
の
Ｊ

Ｒ
西
労
組
運
動
や

社
会
生
活
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
を
推
進
す
る
う
え
で
、
労
働
組

合
と
し
て
国
際
労
働
運
動
を
学
ぶ
こ
と
は
非
常
に
有
益
で
あ
る
と

の
認
識
の
下
、
昨
年
度
ま
で
22
回
の
国
際
連
帯
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
第
23
回
国
際
連
帯
活
動
は
、
2
0
1
8
年
5
月
に
金

沢
、
大
阪
、
神
戸
、
米
子
、
福
岡
の
各
地
本
と
本
社
総
支
部
選
出

役
員
で
派
遣
団
を
結
成
し
、
第
20
回
以
来
の
台
湾
を
訪
問
し
、臺

灣
鐵
路
工
會
（
台
湾
鉄
道
労
働
組
合
）
と
の
交
流
や
現
地
鉄
道
施

設
の
見
学
な
ど
の
国
際
連
帯
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
具
体
的
に
は
、
来
年
2
月
開
催
予
定
の
第
36
回
中
央
委
員
会

で
提
起
し
ま
す
。

（
2
）
そ
の
他
国
際
連
帯
活
動
の
取
り
組
み（
省
略
）

　

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
政
治
と
私
た
ち
と
の
関
わ
り
の
重
要
性
を
再

認
識
し
た
う
え
で
、
引
き
続
き
、
私
た
ち
の
政
策
課
題
を
解
決

し
、
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
や
公
共
交
通
を
将
来
に
わ
た
り

健
全
に
発
展
さ
せ
、
雇
用
や
労
働
条
件
を
維
持
、
改
善
す
る
た
め

に
、
働
く
者
の
切
実
な
声
を
反
映
で
き
る
政
治
を
築
い
て
い
く
た

め
に
も
、
組
合
員
と
家
族
へ
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
政
治
方
針
に
つ
い
て

も
理
解
を
広
め
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
推
薦
す
る
議
員
に
確
実
に
投
票

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
足
元
を
固
め
る
取
り
組
み
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
各
種
選
挙
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労

組
議
員
団
会
議
の
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
推
薦
議
員
を
議
会
に
送

り
出
す
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

〈
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
政
治
方
針
〉

（
1
）
基
本
方
針

　

私
た
ち
の
運
動
の
理
念
・
政
策
・
目
的
な
ど
に
理
解
を
示
し
、

支
持
・
賛
同
す
る
議
員
と
の
関
係
を
強
化
し
、
政
治
的
課
題
の
解

決
に
む
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
2
）
政
治
活
動
の
考
え
方

　

政
治
活
動
は
「
非
自
民
、
反
共
産
」
を
原
則
と
し
て
、
連
合
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
治
路
線
を
基
本
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

議
員
お
よ
び
政
党
と
の
繋
が
り
は
、
政
治
的
課
題
の
解
決
を
目

的
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
綱
領
、
運
動
方
針
、
政
策
課
題
に
理

解
を
示
し
、
支
持
・
賛
同
す
る
者
と
の
協
力
関
係
を
強
化
し
ま

す
。

（
3
）
国
政
選
挙
へ
の
対
応
の
考
え
方

①
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
政
治
の
基
本
方
針
、
当
面
す
る
政
治
活
動
の

考
え
方
を
前
提
に
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

②
選
挙
活
動
は
、
組
織
内
に
お
い
て
混
乱
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ

と
を
最
優
先
し
、
組
織
の
団
結
と
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
発
展
を
第

一
義
に
取
り
組
み
ま
す
。
次
い
で
、
推
薦
候
補
の
基
本
方
針

を
重
視
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

③「
政
治
対
策
委
員
会
」
を
継
続
し
て
設
置
し
具
体
的
対
応
を
協

議
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

④
推
薦
候
補
の
基
本
方
針

●
連
合
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
推
薦
候
補
と
し
ま
す
。

●
過
去
の
経
緯
を
尊
重
し
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
綱
領
・
運

　

動
方
針
に
賛
同
す
る
政
治
家
個
人
を
推
薦
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
方
針
に
基
づ
き
地
方
本
部
が
推
薦
す
る
候

　
　

補
者
は
、
中
央
執
行
委
員
会
で
組
織
と
し
て
の
推
薦
を
決
定

　
　

し
ま
す
。

（
4
）
地
方
選
挙
推
薦
候
補
の
基
本
方
針

①
Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
の
会
員
が
立
候
補
す
る
場
合
は
、

　

組
織
内
公
認
候
補
と
し
て
選
挙
闘
争
を
進
め
ま
す
。

②
会
員
以
外
の
立
候
補
者
の
推
薦
・
支
持
は
、
地
方
本
部
・
支

　

部
の
決
定
に
基
づ
き
ま
す
。

（
5
）
投
票
行
動
の
徹
底

　

政
治
の
改
革
、
あ
る
い
は
連
合
が
目
指
す
「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
社
会
の
構
成
員

と
し
て
投
票
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
、

機
関
紙
や
組
織
ニュ
ー
ス
な
ど
を
通
じ
て
組
合
員
、家
族
へ
の
方
針

の
理
解
と
期
日
前
投
票
を
含
め
た
投
票
の
徹
底
、棄
権
の
防
止
を
呼

び
掛
け
、政
治
参
加
の
促
進
を
引
き
続
き
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

次
期
衆
議
院
選
挙
で
は
参
議
院
選
挙
に
続
き
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
組

合
員
全
員
が
投
票
可
能
と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議

所
属
議
員
8
名
が
、
こ
の
1
年
間
で
改
選
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

J
R
西
労
組
議
員
団
会
議
所
属
議
員
と
の
対
話
を
深
め
る
取
り
組

み
を
実
施
す
る
な
ど
、
全
て
の
組
合
員
が
、
政
治
と
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
や
仕
事
と
の
関
わ
り
を
意
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

　

次
期
衆
議
院
の
解
散
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
衆
議
院
の
解
散
時

期
を
見
極
め
、
ど
の
よ
う
な
時
期
に
解
散
さ
れ
て
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
J
R
西
労
組
第
一
次
推
薦
候
補
者
と
重
点
候
補
者

（
J
R
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
幹
事
・
元
幹
事
）
を
中
央
執
行
委

員
会
で
推
薦
決
定
し
ま
し
た
。

（
1
）Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
と
の
連
携

　

地
域
に
根
ざ
し
た
鉄
道
・
バ
ス
事
業
に
従
事
す
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
地
方
政
治
は
非
常
に
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

「
交
通
政
策
基
本
法
」
の
成
立
を
受
け
て
、
公
共
交
通
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
の
重
要
性
が
高
ま
る

中
、
自
治
体
や
住
民
の
積
極
的
な
参
加
や
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

氏　
　

名

事
務
所
所
在
地

担
当
エ
リ
ア

相 

馬　

達 

雄

丸 

山　

哲 

男

岩 

渕  

正 

明

高 

橋  　

 

裕

太 

田　

正 

志

舩 

木　

孝 

和

春 

山　

九
州
男

大
阪
市
北
区

大
阪
市
北
区

金
沢
市

岡
山
市

米
子
市

広
島
市
中
区

福
岡
市

近
畿
圏
及
び
全
組
織
的
な
課
題

近
畿
圏
及
び
全
組
織
的
な
課
題

金
沢
地
本
を
中
心
と
す
る
北
陸
地
域

岡
山
地
本
を
中
心
と
す
る
山
陽
地
域

米
子
地
本
を
中
心
と
す
る
山
陰
地
域

広
島
地
本
を
中
心
と
す
る
山
陽
地
域

福
岡
地
本
を
中
心
と
す
る
九
州
地
域　

※
Ｊ
Ｒ
連
合
九
州
地
協
と
し
て
契
約

〈
Ｊ
Ｒ
西
労
組
顧
問
弁
護
士
〉

＜2017年度のレクリエーション活動計画（予定）＞

第13回  軟式野球大会

第10回  ボウリング大会

第15回  卓球大会

第10回  バレーボール大会

第10回  綱引き大会

金沢地本

神戸地本

和歌山地本

岡山地本

米子地本

種　　目

2017年  11月 8～9日

2017年  11月 27日

2018年   2月14～15日

2018年   4月 9～10日

2018年   5月

開 催 日 開催地本

3 

議
員
団
会
議
等
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

2
政
治
意
識
の
醸
成
と

　

 

次
期
衆
議
院
選
挙
の
対
応
に
つ
い
て

12 

法
律
対
策
活
動
の
取
り
組
み

13 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
国
際
連
帯
活
動
の
取
り
組
み

1 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
政
治
方
針

政
治
活
動
の
取
り
組
み

8

11 

文
化
・
レ
ク
活
動
の
取
り
組
み


